　　　　　

　2018年11月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　司
読書メモ
神道(図解雑学)　　ナツメ社　井之上順孝　
（1948年鹿児島県生まれ。東京大学文学部を卒業、同大学大学院人文科学研究科博士課程中退。東京大学助手、国学院大学講師などを務めるかたわら、近代の宗教運動の比較研究などに携わり、1992年「教派神道の形成」(弘文堂)により博士号を取得。専門は宗教社会学。現在国学院大学神道文化学部教授ならびに同大学日本文化研究所所長を務める）
神道とは？神道の日本社会での関わりは？　（これまでに理解してきた内容）
1 「神道」は、古来あった神々への信仰が、仏教、道教、儒教などの影響を受けて展開してきた宗教である。「神道」には、最初から明確な教義があったわけではなく、長い時間をかけて神学が形成され、とりわけ近世になって体系化が進められた。また、古来の伝統的な信仰や儀礼が「神道」として認識されるようになったのは、仏教の伝来以降のことと考えられる。しかし、「神道」と仏教とは明確に区別されず、神仏習合と呼ばれる融合した形をとった。
2 中世になると、仏が人々を救うために神に姿を変えてこの世に現れ、神仏は本来同一であるとする本地垂迹説(ほんじすいじゃくせつ)が流布し、神仏習合がさらに複雑化した。

3 「神道」と仏教とが、今日のように明確に区別されるようになったのは、両者を明確に区別することを目的とした、明治期の神仏判然令の結果である。現在では、一般に神社を中心とする信仰や儀礼が、「神道」として認識されている。
１．この本を読んでみての感想：
1 暮らしの行事や人生儀礼に密着しながらその宗教的特質が十分には知られていない神道について、イラストや写真を用いやさしく解説してある。非常にわかりやすくて情報量も豊富である。神話のストーリーが頭にはいりやすく、儀礼とか年中行事に神道がどうかかわっているかも非常に分かりやすい。
2 「神道とは何か？」というところから始まり、神社や日本神話、祭り、歴史等々、神道に興味を持った人が知りたいことはほとんど載せてあるように思われる。神道というと、かなり漠然としたものがあったが、かなり整理できたように思う。また「神道は自然発生的な宗教」というものが理解できた。また、本書では神道思想の歩みや歴史、祝詞の構造などが具体的に、かつ、分かり易く体系的に説明されており、また神道のみならず日本文化や日本思想にも言及している点が素晴らしいと思う。神話や神社、各種祭祀（さいし）や祝詞のことはもちろん、神道の変遷と日本国家との関わりの歴史、仏教などの伝来により、多様に理論化された神道思想(習合的なものもあれば、神道側からの提唱、国学、教派神道など)や伊勢参りや天満宮などの信仰についても説明がされている。
3 神道の本というのは、これまでいろいろな本は、著者の主観が強すぎていると感じたが本書を読んでみてそのような思いは感じられない。むしろ、読み進むにつれ、今までバラバラだった神道の知識が自然と整理され、神道のイメージが明確になってきたように感じられてきた。
4 「純粋な日本の固有宗教というものが原始古代にあったとして、これを"古神道"と呼ぶ人もいるが、外来の影響なしの日本文化は考えられない」という著者のコメントには、同感できる。
２．内容　構成

第１章　神道とは何だろう?
第2章 神社
第3章 神々の物語
第4章 神道の祭り
第5章 神道の歴史
第6章 神道の思想
第7章 現代に息づく神々の信仰
第8章 暮らしの中の神道
ポイント：
第3章 神々の物語から
日本神話は、「古事記」「日本書紀」のほか、各地の「風土記」、「万葉集」などの中に時を超えて伝えられている。

古事記：712年成立　稗田阿礼から聞いたことを太安万侶が筆録。

　　　　　神代から推古天皇の代まで。記述が一貫していることから、天皇家の系統を明らかにするといった政治的意図をもって作られたと考えられている。
日本書紀：720年成立　舎人親王らが作成。
　　　　　正史として初めて編纂された歴史書。漢文で記されている。客観性を持たせるため「－書には」として異説なども多く紹介されている。神代から持統天皇の代までを記す。
第5章　神道の歴史：
　　　　　神道は、素朴な原始神道から外来の宗教の影響を受けてそれらと習合していき、やがて明治以降の国家神道の時代,GHQの「神道指令」を経て今日に至っている。
1 原始神道の時代（素朴な信仰から氏族祭祀へ）：原始神道は、アミニズムや祖先信仰などさまざまな原始信仰の要素を内に残しながら、農耕儀礼を中心とする祭祀として発展していった。
2 律令時代の神道（国の制度に組み込まれれる）：律令時代には、神道祭祀の式次第や祝詞などは、律令格式（当時の法令）の形に整備され、神祇（しんぎ）制度が全国に整った。
3 神仏習合の時代（本地垂迹説と反本地垂迹説）：神道は、仏教などの外来宗教と交流していく過程で変容し、神仏習合という新しい日本独自の宗教・文化を築いていった。
4 武家政権と神道（「御成敗式目」がもたらしたもの）：鎌倉時代、北条泰時が定めた「御成敗式目」の敬神と祭祀励行の精神は、その後の武家政権にも一貫して受け継がれていった。
5 明治初期の神仏分離と廃仏毀釈（きしゃく）（神仏習合時代の終焉）：維新政府による「神仏判然令」の発布をきっかけに廃仏毀釈の嵐が吹き荒れ、1000年以上続いた神仏習合の時代は、幕を降ろした。
6 近代国家の中の神道（祭祀と宗教が分離された）：明治政府は、神社を「国家の祭祀であり宗教ではない」とし、神道は、事実上国教に近い機能をもつことになった。
7 戦後の神道（GHQの「神道指令」）：GHQの「神道指令」により国家神道の体制は、解体され、神社本庁などが民間の宗教団体として新たにスタートした。
第6章　神道の思想
　　　もともと教理や教説を主張しない宗教といわれていた神道であるが、鎌倉時代以降、さまざまな立場から神道の理論化が図られるようになっていった。
1 　神道思想の発生：共同体祭祀として発展した神道には細かな教えは不要であった。しかし、やがてその神道の世界にもさまざまな神道説が展開されるようになった。
2 両部神道（真言密教系の神道）：宇宙の真理を胎蔵界と金剛界の両部として把握する真言密教系の思考、日本の神々の世界の秘密を解き明かしていった。
3 山王神道（比叡山で発展した習合思想）：山王神道が発展した背景には、日本の天台宗独自の草木成仏論や天台本覚思想が日本の神々と親和的であった点が大きい。
4 法華神道（鎌倉新仏教の習合思想）：法華神道は、天台宗（比叡山）で生み出された三十番神の思想を吉田兼倶（かねとも）の協力を得て大きく発展させた。
5 伊勢神道（後世の神道思想に大きな影響を与えた）：両部神道、山王神道、法華神道など、仏教と習合した神道思想に対して、神道側から提唱されたのが伊勢神道であった。
6 吉田神道（神道を根本に置く、唯一宗源神道を唱える）：吉田兼倶は、仏教は果実、儒教は枝葉であり、本である神道から分化したものであるとして反本地垂迹説を唱えた。
7 儒家神道（仏教に代わって儒教が神道の新たな理論化に用いられる）：江戸時代の前期には、多くの儒学者が神道に関する発言を残し、さまざまな儒家神道説が唱えられた。
8 吉川神道と後期伊勢神道：林羅山が儒家として神道にアプローチしたのとは、逆に、神道の側から儒学と習合させたのが吉川惟足（これたり）や度会延佳（かたらいよぶよし）である。
9 垂加神道（すいかしんとう）：山崎闇斎（かんさい）が唱えた垂加神道の思想は、正親町公通や玉木正英、竹内式部らに受け継がれ、江戸後期の思想に大きな影響を及ぼしていった。
10 国学の形成（日本の古典と直接向かい合う態度を確立）：賀茂真淵、本居宣長らによって大成された国学は、神道思想においても復古神道と呼ばれる独自の思想を形成し、後世に大きな影響を残した。
11 本居宣長の神道思想：今日もなお高く評価されている本居宣長の「古事記」解読作業は、「直毘霊（なおびのみたま）」に示される宗教的信条によって支えられていた。
12 平田篤胤の神道思想（復古神道の大成者）：平田篤胤、大国主命大神による審判という来世観をもとに、独自の神道説を展開し、近代日本に深い影響を及ぼした。
13 明治宗教行政と教派神道（近代になって登場した組織された神道教団）：幕末から生じていた神道への教団化の動きは、明治政府の宗教政策によって教派神道という新しいタイプの神道組織を生み出すこととなった。
まとめ：
これまで、いくつか神道に関する本を読んできたが、かなり、難解なものもあり、正直言って「神道」とは何か？あいまいでぼやっとしてきたが、今回の本でかなり整理することができたように思う。日本人は、ごく自然に神道的な考えを受け入れて無意識のうちにその規範に 基づいて行動している。神道には、キリスト教や仏教のように明確な教理や体系だったものは、ないように思われるが、倫理や道徳にあたるものをもっている。
それが、「明浄正直（めいじょうせいちょく）」とよばれる「明るさ、清らかさ、正しさ、素直さ」といったものと思う。
今後は、より焦点を絞って、例えば、後世に大きな影響を与えた本居宣長や平田篤胤の神道や明治に入って国民の意識に強力な影響を与えた国家神道といったものを研究していきたいと思う。
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